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男性の育児への参加促進に向けて

　積水ハウスは1960年に創立し、従業員数はグルー
プ全体で２万7,000人を超える規模です。大手の住宅
メーカーとして、建築工事の請負、施工、設計、監理、
その他マンションや、都市開発なども手がけており、
累積建築戸数は250万戸を超えます。積水ハウスグ
ループではグローバルビジョンである、「『わが家』を
世界一幸せな場所にする」を実現するため、ESG経
営のリーディングカンパニーになるという目標を掲げ
ています。そのESGのS（社会）に位置づけられたダ
イバーシティの推進として、女性活躍の推進、多様な
人材の活躍、多様な働き方の推進――の３つの柱を軸
に、従業員と企業が共に持続可能な成長を実践できる
環境や仕組みづくりに取り組んでいます。男性従業員
の育児休業１カ月以上の完全取得は、多様な働き方の
推進の一環です。

１カ月以上の育児休業取得までの道のり

完全取得を目指すきっかけ

　当社の男性育児休業取得促進の取り組みは2018年
度から始まりました。2017年度にすでに取得率は
95％ほどでしたが、平均取得
日数がわずか２日で、いわゆる
名ばかり育休というような状況
だったのではないかと思います。
このような企業が変貌を遂げた
のは、スウェーデンの育児休業
を取得する男性、「ラテ・ダッド」
がきっかけでした。
　2018年５月に、社長の仲井
がスウェーデンのストックホル
ムに行ったとき、ベビーカーを
押している親のほとんどがパパ
だったことに衝撃を受け、その

夜に政府関係者に話を聞いたところ、スウェーデンで
はパパが実質上３カ月の育休を取ることが当たり前で
あるというような話を受けました。帰国後すぐ、積水
ハウスの現状について議論し、１カ月であれば育児休
業を取得できるのではないかという結論に至り、
2018年７月に、社外に向けて完全取得の宣言をしま
した。その後、９月１日に運用開始という急ピッチで
制度の設計を進めていきました。

新たな制度の導入

　取得対象者は、３歳未満の子を持つ積水ハウスグ
ループの従業員で、全員に１カ月以上の育児休業の取
得を推進しています（シート１）。経済的な不安も抱
える人もいるため、最初の１カ月は会社からお金を出
す、有給扱いとしました。これまで女性が育休を取得
する際は、会社から給与を出していませんでしたが、
このタイミングで男女ともに、最初の１カ月を有給扱
いにし、２カ月目以降は育児休業給付金の申請をする
ことに変更しました。また、大きな特徴として、家庭
の事情や会社の都合に合わせて最大で４回の分割取得
を可能にしました。

積水ハウスグループにおける男性育児休業取
得促進の取り組みについて
積水ハウス株式会社　ESG経営推進本部ダイバーシティ推進部 部長　森 本  泰 弘

事例報告２
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新しいマインドへ意識改革

　完全取得を目指すにあたって、一番重要で難しい部
分は意識改革でした。運用開始の１カ月後、2018年
10月に社内でフォーラムを開催しました。取得対象
者およびその上司、約1,900人をウェブでつないで、
先ほどのスウェーデンでのエピソード、それから、社
長がどういう思いで、男性の育児休業の取得を促して
いるのかという熱いメッセージを発信しました。さら
に、ファザーリング・ジャパンの安藤哲也代表を招き、
男性が育休を取得するメリットや意義を、分かりやす
くお伝えいただきました。そのほか、各種研修や委員
会などでも意義や目的などを浸透させていきました。
その結果、従来のマインドから新しいマインドに徐々
にシフトしていきました。
　当初は、年休も取得が難しいのに育休なんて取れる
わけがない、妻が専業主婦なの
で、私は育休を取るつもりはな
い、などの声が多くありました。
しかし、このフォーラムをとお
して、やはり父親が子どもに与
える影響や役割は重要であると
いうこと、妻の仕事の有無にか
かわらず、育児・家事をシェア
することは家族の未来像に好影
響を与えるということ、そして、
父親から育児を受ける子どもの
権利を勝手に放棄しているので
はないかというマインドに変
わっていきました。

育休推進を支える制度

管理の効率化のため 
システムを導入
　当初は制度の設計が急ピッチ
で、紙のやり取りが多く、取得
対象者や管理者の手間が多かっ
たため、システム化をどんどん
進めました。特に育休のシステ
ムと以前からある勤怠システム

を連携させたことで大きく手間が省けました。また、
当初は完全取得に向け、リストを全部チェックして、
取得申請しない人に電話やメールをしていましたが、
現在は、子どもの２歳の誕生日を過ぎても、計画書を
出していない人のパソコンに、自動的にアラートを出
すという仕掛けも導入しています。

社内で周知・共有する

　運用当初からポータルサイトを開設し、取得のフ
ローや、ガイドブックなどを掲載しています。そして、
積水ハウスのイクメンたちというテーマで、さまざま
な職種ごとに取得者の事例もあげていきました。取得
しづらい職種のイメージがある営業でも、優秀な成績
を収めている人がしっかりと育休を取っている事例を
紹介し、誰でも頑張れば取得できるということを伝え
ていきました（シート２）。

シート３

シート２
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　そして、ガイドブックも作成しました
（シート３）。休業取得者には取得後に、
本人とそのパートナーにアンケートをお
願いしています。その結果を基に、先輩
たちの失敗談や、ママからの感謝だけで
はなく、ダメ出しエピソードも含めて記
載しています。休業を経て得られた学び
や気づきを紹介して、いかに男性の育児
休業の取得が仕事と家庭に有意義なもの
であるかということを理解してもらうた
めに作成しています。
　さらに、シート４の「積水ハウスのパ
パたち写真展」というイ
ベントも開催しました。
ラテ・ダッドのつながり
で、スウェーデン大使館
から、一度スウェーデン
大使と仲井社長で対談し
ませんかというお声がけ
をいただきました。その
とき開催されていた「ス
ウェーデンのパパたち写
真展」を見た社長の仲井
が、積水ハウスでもやり
たいということで実現し
たのがこのイベントです。
普段はバリバリ仕事をしている男性社員が、家に帰る
と、子どもを寝かしつけているつもりが、自分が寝か
しつけられているというような、ほのぼのとした写真
を社内で共有しました。いつも一緒に働いている仲間
にも大切な家族がいることを認識することで、職場で
助け合いの心が生まれてくるというところも狙ってい
ます。今年に引き続き、来年も開催予定です。

家族と職場で休む準備を行う

　また、シート５の家族ミーティングシートという
ツールをご紹介します。育児休業を取得検討するにあ
たって、この家族ミーティングシートを家に持ち帰り、
家族で話し合いをしてもらいます。育児休業をいつ取
得したいのか、なぜ取得したいのか、さらには、家事
や育児の分担についてこれまでがどうだったのか、育
休中はどうしたいのか、育休が明けた後はどうする予

定なのかということを家族で話し合って、見える化を
していきます。
　これを経て、次はシート６の取得計画書を会社に提
出します。取得時期や、一括、分割などの取得パター
ンを記入したうえで、次は自分の担当業務の引き継ぎ
について、上長としっかり面談して、書き込んでいき
ます。そして、いったん家に持ち帰り、パートナーに
見せて、職場で休む準備をしていることを分かっても
らい、コメントと署名をもらったうえで、会社に提出
するというプロセスを踏んでいます。パートナーにも
しっかりと休む準備をしているということを伝えるこ
とが重要だと当社は考えています。

産後８週期間内で柔軟な休業日の設定

　さらに、2021年４月からオプションを新設しました。
産後８週期間内に１日でも育休の取得を希望する方、

シート４

シート５
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かつ、その期間内
で家族の事情に合
わせて１日単位で
柔軟に取得したい
という方に、この
オプションを適用
して運用していま
す。これで産後８
週期間における休
業取得の柔軟性を
アップさせました。
　産後８週期間と
したのは、この期
間は特に、ワンオ
ペ育児などにより、
産後うつになってしまう恐れがあるからです。社員お
よびその家族をしっかりとサポートし、守るという意
味でも、産後８週期間中にパパが育児、家事を一緒に
することが重要だということで設定しました。また、
育児スキルの習得はスタートが
肝心です。ママは出産をしたら、
自動的に育児のスキルもインス
トールされると思っている男性
もたまにいますが、ママも子育
て初心者で不安だらけです。そ
こでパパもママも一緒に育児を
スタートすることがかなり重要
であることを伝えています。

男性育児休業の取得状況

　取得状況はシート７のとおり
です。運用開始以降、累計で取
得対象の男性社員は2,000人を
超えました。その中で取得期限
を 迎 え た 男 性 は、 約 半 分 の
1,052人で、その全員が１カ月
以上の育休を取得し、取得率は
100％です。
　取得完了者の年齢構成は、
30代が65％、40代が24％と、
30代、40代が多くを占めてい
ます。取得パターンについては、

４分割が一番多く67.1％、一括取得は5.9％で、もっ
と伸ばしていきたいと考えています（シート８）。
　出生から最初の休業日取得までの期間は、産後８週
までに休業を開始する人が23.8％です。現在、４月

シート６

シート８

シート７
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以降に出産を迎えた男性社員の113人
のうち、すでに計画書を提出した人が
34人、さらにそのなかで先ほどご紹
介した、2021年４月から始まったオ
プションの、産後８週休の利用申請者
が20人、利用率が57.1％と、まずま
ずの滑り出しかと思いますが、もっと
増やすために検討しているところです
（シート９）。

男性育児休業に対する評価

アンケートでは取得して 
良かったと高評価
　取得後アンケートについてもご紹介
します。取得者本人の総合評価として、
良かったという回答が３年連続で９割
を超え、2021年は98.4％ということ
で、かなり高い結果になっています。
2021年は、男性育休を部下に取得さ
せた上司に対して、取得させて良かっ
たかどうかも聞いてみたところ、
92.3％と、高い数字を出せてよかっ
たと思っています（シート10）。
　組織としての協力体制も93％と、
高い数字を得ることができ、職場での
コミュニケーションも、５割以上がコ
ミュニケーションを取りやすくなった
とする回答を得ています。それから、
職場の風土が変わってきたかという問
いに対しては、変わってきたという回
答が６割から７割と、少しずつ増えて
きているように感じています（シート
11～13）。
　シート14、15は、先日発行した「男
性育休白書2021」世代間ギャップ調
査の内容と、同じ質問で社内の回答を
比較したデータです。世間一般の経営
者・役員では、男性の育休取得に賛成
か反対かという問いに対して、４人に
１人が反対という回答ですが、積水ハ

シート９

シート11

シート10

シート12
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ウスでは、役員・部長クラスのほとん
どが賛成で、世間と積水ハウスの
ギャップも見られました。2022年４
月から始まる、制度の周知と取得の働
きかけ義務化についても聞いてみたと
ころ、経営者・役員の４人に１人が必
要ないという回答ですが、積水ハウス
の役員・部長クラスでは、ほとんどの
人が必要と回答しています。ここまで
約３年、男性の育児休業取得促進をし
てきましたが、こういったマネジメン
ト層の意識改革にもつながって
いるのではないかと感じていま
す。

育児休業が家庭や仕事に
価値をもたらす
　最後に、男性の育児休業取得
促進がもたらす価値についてお
話しします。従業員本人の幸せ
や、家族の絆を第一に考えて制
度の推進を図っていますが、こ
れによって、仕事の見直しや、
部下の育成、それから、助け合
いの風土の醸成などにもつな
がっていきました。そういった
企業では人材が定着したり、新
卒採用でも優秀な人材が入って
きてくれたりなど、ブランド価
値の向上にもつながっていくと
思います。
　また、住宅メーカーですので、
育児休業を取得経験した営業や
設計、現場監督が自分の経験を
盛り込み、子育て世代のお客様
に共感を得ながら、いろいろな
提案ができるということにもつ
ながっていきます。そして、女性活躍や、少子化対策
にもつながっていくだろうと考えています。
　あらためて言いますが、積水ハウスグループのグ
ローバルビジョンは、「『わが家』を世界一幸せな場所
にする」です。これを実現するためには、まずは従業

員、それから、その家族に幸せになってもらいたいと
いうことで、これからもダイバーシティを推進してい
こうと考えています。

シート13

シート14

シート15




